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「浦添市景観まちづくり計画」の改定に向けた検討を進めています 

 浦添市では、平成 19 年に「浦添市景観まちづくり計画」を策定し、行政と市民・企業・NPO な
どが一緒になって、浦添市の自然、歴史、文化等を活かし、地域の美しい風景を守り、育て、創造
する協働の景観まちづくりに取り組んでいます。現在は、計画策定後の都市構造の変化等に伴い、
「浦添市景観まちづくり計画」の更新・検討を進めているところです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

第１回市民会議を開催しました！ 

 令和元年 11 月に行った住民説明会や浦
添市ホームページ上で参加者を募集したと
ころ、17名の市民にご応募いただきました。
その最初の集まりとして、令和２年１月 20
日(月)に浦添市役所６階の会議室にて、第１
回浦添市景観まちづくり市民会議を開催し
ました。当日は 15 名の市民会議メンバーに
参加していただき、景観計画とはどのよう
なものか、浦添の歴史と文化について、現
在、市が重点的に取り組んでいることにつ
いて認識を共有しました。 

市民会議とは… 

 浦添市景観まちづくり計画につ
いて、市民と行政がお互いの意見
を交え、協働で改定することを目
的として、浦添市景観まちづくり
条例に基づき、「浦添市景観まちづ
くり市民会議」を設置しておりま
す。令和３年３月頃の景観計画改
定を目指し、この市民会議で浦添
市の景観の課題等に関する協議を
行い、改定内容の確認・検討を行
っていきたいと考えています。今
後、令和２年 10 月までに計５回
程度の開催を予定しております。 
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景観計画・市民会議について関心のある方は、こちらまで 
【問い合わせ】 浦添市 都市建設部 美らまち推進課  TEL：876-1243 FAX：879-7138 

E-mail：tyuramachi@city.urasoe.lg.jp 

 

今回の市民会議で取り上げたこと（抜粋） 

①景観計画、これまでの景観行政の取り組み、浦添市の景観まちづくり計画について 
・景観計画とは、景観法に基づき景観行政団体が策定することができ、良好な景観の形成を図ることを目的

に、区域や一定の行為に対する届出・勧告の基準を定めることができます。 
・浦添市では、彫刻のあるまちづくりや都市景観に関する表彰制度・まちづくりプラン賞、花と緑のまちづ

くりフェスタ事業にこれまで取り組んできました。 
・現行計画の課題や変更・追加を検討したい項目の確認（良好な景観形成に関する方針（色彩・緑化率の基

準）、景観保全のための高さ規制、屋外広告物の条例制定に向けた対応、景観重要公共施設に関する事項、
景観地区候補地域の表記など） 

②浦添市の歴史と文化資源について 
・浦添市教育委員会文化財課より、浦添城跡を中心とした歴史

や文化資源について説明を行いました。 
・浦添城は 13 世紀末～14 世紀初頭に築城されました。 
・「浦添」という地名は、浦々を襲う（津々浦々を支配する）⇒

ウラオソイ（浦襲）⇒ウラソエが由来となっています。 

③景観行政の重点的な取り組みについて 
・「景観まちづくり仲間重点地区」を指定し、道路などの整備を行うとともに、壁面色・緑化率の指定や屋根

瓦・壁面後退を推奨するなど、浦添グスク周辺の歴史的地区にふさわしい景観の形成に取り組んでいます。 
・浦添市のシンボルロードの一端を担う県道浦添西原線沿線地区（都市モノレール沿線）を景観地区に指定

し、建築物等の計画時に事前協議及び認定申請を行うこととしています。加えて、重点地区及び景観地区
を対象とした助成金制度を設け、修景に配慮した建築物等の外観づくりを推進しています。 

・県道浦添西原線（JA おきなわ浦添支店～浦添消防署付近の区間）を景観重要公共施設に指定し、浦添グス
クの周辺地区（バッファ・ゾーン）として、歴史文化特性に配慮した道路景観づくりに取り組んでいます。 

市民会議メンバーからのご意見 ※いただいたご意見の一部を紹介します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後の市民会議スケジュール（予定） 

 
 
 
○済 

浦添市を知るために、市民会議で
まち歩きをした方がよい。 

現行計画の景観形成基準を 
定めた根拠が知りたい。 

観光客にもっと寄り添う都市であってもよいと思う。 決めたことが守られる仕組みを明確にする責任体制が必要である。 

浦添市として、どのような都市景観を 
つくりたいのか知りたい。 

商業と歴史性のバランスが崩れない、 
整備の在り方について意見交換したい。 

浦添らしい景観がどのようなものか考える議論から始
めて、共通認識を持ってから会議を進めた方がよい。 

道案内板や歴史的場所の説明板を
増やしてはどうか。 

今後てだこ浦西駅周辺地区の開発が進められ
ていくにあたって、どのような景観まちづく
りを行っていくべきか意見交換したい。 

他市と連携し、沖縄県としての景観づ
くりやまちづくりをしていかないと統
一性がなくなってしまう。 

浦添はすごく起伏のある緑の多
い土地である。緑の多い地形を
残すことが優先ではないか。 

※第２回市民会議は３月７日(土)に予定していましたが、新型コロナウィルスの感染拡大防止のため、 
 ４月中旬～下旬頃に延期することといたしました。 

第３回～第５回 
R2.５月頃～R2.９月頃  

 ※会議の進行状況により、適宜テーマを設定していきます。 
今後のテーマ（案）：景観まちづくりの理念・方針 

行為の届出・景観形成基準 
推進に向けた体制     等について 

第２回 
R2.４月  

まち歩き・ 
ワークショップ 

第１回（終了） 
R2.１月 20日 

 
景観計画の考え方
と景観の取り組み 

済


